
 

 

令和３年５月２６日 

地 域 政 策 課 

 

令和３年度町村長会議（Ｗｅｂ会議）の結果概要 

 

 

【日 時】令和３年５月１９日（水） 

    １３時００分～１５時００分 

 

【場 所】危機管理防災センター本部会議室 

 

【出席者】５５名 

     （知事・県幹部職員、町村長、町村会職員） 

 

【概 要】 

１ 開会                         【１３：００】 

２ 知事挨拶 

３ 町村会会長挨拶  

４ 新任町村長紹介                  

５ 議事（進行：町村会会長）               【１３：０７】 

（１）知事からの説明  

   ① 新型コロナウイルス感染症対策について 

   ② 東京オリンピック・パラリンピックについて 

   ③ 埼玉版スーパー・シティプロジェクトについて 

（２）意見交換 

   ① 災害対策について 

   ② 空き家対策について           

（３）県からの報告 

  ・埼玉１５０周年記念事業について 

５ 閉会                         【１４：５５】 

別紙 
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（別紙） 

知事からの説明に対する質疑応答 

① 新型コロナウイルス感染症対策について 

●山下上里町長 

・上里町は、高齢者のワクチン接種が 7月末に完了せず、8月中になる見込み。 

・地元の医師が不足しており、看護師が接種できるよう支援していただきたい。 

 

●花輪寄居町長 

・医療資源やマンパワーの少ない小さな自治体では、町長や職員が先頭に立って接種業

務に従事する必要がある。 

・７月末までの高齢者に対する接種に向けて、実施主体である町を挙げて取り組んでい

る。 

・町長や職員がワクチンを接種したことについて、住民からたくさんの意見を頂戴して

いる。 

・集団接種をサポートする職員は医療従事者等の「等」に該当するものと思うが、知事

の考えやメッセージをいただきたい。 

 

●井上毛呂山町長 

・個人事業主の経済支援について質問したい。 

・「食」は普遍的で、生活から切り離すことのできないもの。食に関わる飲食店への継続

的な経済支援策が必要と考えるが、知事の考えはいかがか。 

 

●大島伊奈町長 

・伊奈町はまん延防止等重点措置の対象区域に入っていないが、伊奈町版の安心宣言飲

食店の認証制度をやっていこうと思っている。 

・知事の話の中で、全県的に認証を拡大するという話があったが、それはいつ頃になる

のか。 

 

② 東京オリンピック・パラリンピックについて 

  意見なし 

 

③ 埼玉版スーパー・シティプロジェクトについて 

●原田美里町長 

・美里町では、遊休農地を活用して太陽光発電の拡大を進めており、エネルギーの地産

地消につながると考えている。ぜひ県の支援をお願いしたい。 

・町村情報システム共同化事業が更新時期となる。単独調達より県との共同調達の方が

経済的である。ＡＩやＲＰＡも含め、今後も積極的に支援してほしい。 
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意見交換 

【① 災害対策について】 

●新井越生町長 

・令和元年度の台風 19号では、河川が増水して法面がえぐられた場所や、土砂が堆積し

た場所があった。法面の崩壊によって道路が陥没したケースも発生し、道路管理者に

おいて復旧作業を実施した。 

・復旧工事に関して、道路管理者の責任だけではなく河川管理者としても対応をお願い

したい。 

・また、河川の改修及び浚渫計画についても意見を伺いたい。 

 

●新井越生町長 

・越辺川に関して、県の方で護岸工事などを進めてもらいたい。 

 

●渡邉ときがわ町長 

・平成 30年の台風 24号では、山間部で停電が 3，4日間続いた。停電は枝が電線に触れ

て漏電が生じたことによるものであった。それを防ぐためにも倒木予防の伐採、枝の

伐採が重要。県の予算化をお願いしたい。 

・また、東電の伐採基準が変更されたと聞いている。東電の伐採基準がどうなったか確

認してもらいたい。 

 

●井上毛呂山町長 

・リモートワークやサテライトオフィスの関係で、移住が増えている。 

・個人の地方移住や会社機能の地方移転において、増加する空き家の活用が期待できる。 

・地方移住を推進するため、気運醸成やサテライトオフィスの誘致に対する強力な支援

が必要。 

・県として、都心部から埼玉県内への移住の働きかけを望む。知事の意見を伺いたい。 

 

 ●森小鹿野町長 

・過疎化が進む秩父地域では、秩父空き家バンクを組織し、空き家の活用を推進してい

る。 

・空き家バンクで物件を取り扱うにあたり、売買目的の農地転用許可が得にくいと感じ

ている。 

・地方への移住促進等を図るための空き家の利活用を目的とした場合には、生活に最低

限必要な部分の転用許可基準を緩やかにするなどの配慮について、県の見解を伺いた

い。 

 

 ●松本小川町長 

・さきほどの資料にもあったとおり、にサテライトオフィスを整備し、５月１０日にオ

ープンした。町としても非常に意義があり、胸を張れるできごとの一つであると考え

ている。 

・小川町では、東武東上線で約 1時間で池袋駅に着けるという地の利を生かして、さら

にサテライトオフィスを発展させ、町の定住に生かしていきたい。 

・意見ではなく、報告をさせてもらった。 


